
令和６年度 第２回中井町総合計画審議会 議事録 

日時 令和 6 年 12 月 24 日（火）10：00～12：00 

場所 中井町役場本庁舎 3 階 3A 会議室 

1. 開会 

2. 会長あいさつ 

3. 報告事項 

(1)町民アンケート等の実施結果について 

(2)職員研修と今後の取組みについて 

4．協議事項 

(1)総合計画の基本構想における方向性及び将来像について 

(2)第七次中井町総合計画基本構想骨子案について 

5．その他 

今後のスケジュールについて 

 

（質疑） 

３．報告事項 

(1)町民アンケート等の実施結果について 
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ご説明いただいたアンケートは年齢や職業などの別になっていると思いますが、中井町の場合、

住んでいる地域によってかなり状況が異なっております。バスが通っている、通っていないなど。

どこに住んでいる人がどんなことをしているのかなどを見ることはできるのでしょうか。 

 

今回お示しはこちらにはお示ししてませんけれども、クロス集計をやれば、地域ごとの結果とい

うのはできます。 

 

地域ごとというのがかなり大事になってくるのではないかと考えました。 

 

次回くらいにちょっと簡単にまとめてもらえばなと。この地域はこんな傾向がありますよとか、

この地域は傾向ありますよっていうという。細かいデータは必要ないと思いますが、そこから読

み取ったことを説明いただければと思います。 

 

承知しました。 

 

他にいかがでしょうか。どんなことでも構わないので、疑問等あればいただければと思います。

感想でも構いません。 

 

配布したのが 3000 名ということで、回収数というのは、こちらから配布した方だけではなくて、

自主的に回答していただいた方も含めて 1036 ということでしょうか。 

 

そのとおりです。 

 

その内訳は。 
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紙で回答いただいた方については配布した 3000 名の方で間違いないです。ただ、その他につい

てはウェブの回答になってますので、ちょっとその内訳は把握できない形になります。 

ちなみに中学生からの回答は４名でした。今回中学生については、あまり負担になってはいけな

いということで、生徒の全員にチラシは配らさせていただきました。ただ、回答については、任

意で、絶対ということでお願いはしていないので、任意でお願いした結果、４名の方からご回答

いただいたという形になります。 

 

息子が中学生なので、持って帰ってきたんですけれども、配られたときに何か説明あった？と聞

いたんだけど、別にただもらっただけという感じだった。せっかくやるのであれば、町からのメ

ッセージみたいなのがあったらよかったのかなと。先生に説明をしてくださいというのは多分難

しいことだとは思うんですけど、あのチラシを子供たちももらっただけで自分たちが答えるのは

ちょっと難しいかなと思ったので、何か今後そういう子どもたちからの意見をっていう機会があ

れば、子供たちに意味が分かるような説明があるとよりいいかなと思いました。 

 

次回以降ですね、機会あれば町長の顔写真と町長のメッセージってあった方がいいかもしれない

ですね。他にどうでしょうか。 

 

感想だと思うのですが、まず 3000 名に配布した中で 666 件が郵送回答であると、私、非常に高

い回収率だったと思うのですが、Web 回答の中に重複している回答という、一人の方が郵送も

Web もという可能性についてはどのようにお考えですか。 

 

その辺の可能性だけいうとなくはないと。ただ、回答はですね。全部で 60 問から 70 問程度の回

答になりまして、なかなか回答いただくのも少し時間がかかるというものになりますので、なか

なか。今回のアンケートについては、幸福感をお聞きしているアンケートになってますので、何

かそれが直接町の施策にどうこう、個別の事業にどうこうっていうような聞き方をしていないの

で、特に町としては、あえて重複してご回答される方は、それほどいないだろうというようなこ

とで、今回のような形で実施をさせていただいてます。 

 

いかがでしょうか。 

 

特に重複回答はお控えくださいみたいなことは言われてないのでしょうか。 

 

郵送で送付した方には、どちらかで回答してくださいとしている。 

 

一言あれば。これが何のためのアンケートで何を聞かれているのか、周りの方でもなんか送られ

てきたけど、あれなんだろう？みたいな会話は聞かれてきたんですが、これが何のための、なん

でこういう意見を聞きたいのかというのが分かってくれたら重複しないじゃないですか。一回、

答えているわけだから、もういいよねと思えるし、その理由も町民に説明してもいいんじゃない

かな。もうちょっと分かりやすく説明できたら、その可能性もないし、答える側も答えやすいの

ではないかと。 

 

郵送させていただいた 3000 名の町民の方につきましては、一応その辺の趣旨と、あとはどちら
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かで回答してくださいというような形をご説明をさせていただいたつもりです。ただ、それ以外

の町民の方については、基本的にお手元に紙のアンケート用紙が送付されていないので、町とし

ては少しでも、前回の第１回の審議会でもご意見いただきましたが、少しでも回答数が多い方が

統計のデータとして有用だろうと様々なところでご回答いただけるような形で、Web の併用も

合わせて依頼をさせていただきました。いただいたご意見、次回以降に参考にさせていただけれ

ばと思います。 

 

他にいかがでしょうか。 

 

18 ページのところ。個人で取り組んでいくことの議論というところで、三番目、オンデマンド

バス、すでにある施策に対し、実際に利用し応援するってなってるんですけども、こちらですね。

こちらオンデマンドバス、利用しやすい環境になっているかというのが疑問なんですけれども、

このあたりどうでしょうか。 

 

ご意見ありがとうございます。 

オンデマンドバスについては当課で所管をしている事業でございます。基本、事前登録制という

ことで、お電話とか、もしくはウェブでのご予約をしていただいてまして、町内 119 箇所、町１

箇所のポイントからご利用いただけると。また、65 歳以上の方で、過去１年使われた方につい

ては、特別に降りるときにだけご自宅の近くのポイントを設定できるというサービスも行わせて

いただいております。 

いろいろご意見はいただきます。予約がめんどくさいというようなご意見をいただくのですけれ

ども、今のところ町としましては、実際にやっていただくとそれほど予約って、毎日使われてい

る方は非常にご苦労をおかけしているかなと思いますが、今のところ、町としては使いやすい交

通システムかなと考えておりますけれども、昨年もデマンド利用者の方、地域のご意見を聞く場、

町長が現地に足を運ばしてご意見も聞いています。今後、公共交通会議等を踏まえて、当然その

辺の利便性の向上についてはさらに議論して改善できるところを改善していきたいと考えてご

ざいます。 

 

他にいかがでしょうか。特になければ次に行って、またこれも備えながらまた意見交換していき

たいと思います。 

 

 

  



（２）職員研修と今後の取組みについて 
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この全体的な取組がまだよくわからないのですが、結論とすれば町民が満足して幸せに暮らせる

目的の中で、分析されているのだと思うのですが、現実に今何が中井町に起こっているかという

のが難しくて理解できないのですが、今自治会の崩壊、自治会長をやってくれといってもできま

せんと、非常にひっ迫している状態。何をしたらみんなが集まってくれて、楽しい自治会、魅力

ある町というのができていくのかというのを感じている。手間みそだが、自治会の中では、私は

高齢の方に入るが、40 代、50 代のものが比較的一生懸命、地域に出てきてくれて夢中で動いて

くれているんですよね。だから、なんかこうもっとポーンと投げかけて、その辺を早くやってい

かないと、町のあちこちから聞こえてくると自治会がどうなるかなど、聞こえてくる。そういう

部分どうしたらいいか役場の中でチェックしてもらいながら、少し早く動きをあったらいいのか

なというふうにも感じています。 

 

役場の方でも個々の課題というのは、企画課ですべてが把握できてないですが、当然今お話しい

ただいたような自治体の課題も把握させていただいています。 

今回説明させていただいているのが、総合計画の基本的な考え方、町民の幸福に関するアンケー

ト調査を実施させていただいて、今回ご説明させていただいたように、幸福につながるであろう

要素に対して、どのような方向性で持っていけばよいかということを説明させていただいた。今

後の個別の施策については、この後の基本計画、来年策定する基本計画では細かい分野について

書き込みをしていきます。委員のお話し、自治連携に入ってくると思う。自治会だと地域防災課

が所管していますが、各課で依頼している内容で課題として当然あがってくるものと思っていま

す。個々の課題を把握した中で、今後計画の策定を進めていきたいと思いますので、ご理解いた

だければと思います。 

 

今回今議論しているのは 2035 年でしたっけ？目標年度は。2035 年の方向性ですので、だからか

なり大きい話になっちゃってるっていう。そんな状況で多分まずそれを決めたから、今後はそれ

を決めたら、基本計画で具体的にやってきたいという回答だと思う。 

他にどうでしょうか。 

 

この職員に対する研修は仮ということだが、各課から意見が出てくると思うが、試しにやってみ

るということか、これが何なのか分からない。仮に設定してこうなったらどうかというを職員に

設定してみてやってみるということか。 

 

やることは変わらない。こういう形で研修したというところではありますが、実施に同じものと

して、10 ページ目にあるように、これを元に研修はさせていただいている。実際は考え方の習

得をやらせていただいた。研修では自分の職務と関係ないものでも意見として出してもらった。 

 

これは具体的に何なのか。 

 

ここでは具体的に案を出すというよりは、どうやったらより効果的な事業を立案できるかという

手法の研修をしたという内容。 

 

的外れかもしれないですが、委員さんが言われてたように数字だけにとらわれて進めていくので
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はなく、もっと実際に地域の状況を聞いた上でじゃないと何をやっても意味がないのではないか

と。こうしていこうというのを各課に出していただいても、またそれが無駄になってしまうので

はないかなと。仮でやっている時間だとしたらいいが、これだけで進めていいのかと思った。 

 

各課に調査を出しているものは仮ではなく、本当の検討であって、各課で抱えている課題を出し

ていただいて、それに対してどうするかといったことを上げていただく。回答いただいたものだ

けで全部行政の仕事ではないので、今回については計画を作る中で、分野の整理として事務局で

５つの方向性に紐づく分野をこうであろうと事務局で入れています。それを各課で調査をするに

あたって正しいかどうか、９ページ目にある５つの方向性と政策分野の位置づけを作っていま

す。これはアンケートの結果から出た重要な要素を並べているとお話しした。その右側の主な政

策分野は第６次計画から引っ張ってきているが、分野漏れがないように事務局の方で各主要な要

素に対して、分野の方を紐付けをさせていただいてます。今回の各課の調査については、分野に

ついても選択してもらって、この重要な要素に対して分野、その課題に対してどのような課題が

あって、その課題を解決するためにはどのような事業を行うべきか調査で依頼しています。 

各課で回答がでたら、そのあたりの政策分野というのは確定ではなくて、各課の意見を踏まえな

がら、柔軟に修正が入る可能性もありますし、調査結果を踏まえて、皆さんに報告させていただ

きながら、計画策定は進めていきたいと思っています。 

 

同じ事ばかり言ってしまいますが、地域ごとのことがかなえられていたらいいな思ってしまう。

アンケートではそういった分け方をしていなかったので、各課で話し合ってますというところい

のそういう視点が入っていたらいいなと思いました。 

 

中井町では各行政分野の計画はあるんですよね？そこで対応しているということですよね。 

 

今回の総合計画については、町の中で頭にくる計画になる。その他に個別の計画が法律や任意の

計画があります。すべての案件に対して個別計画があるというとそうではないですが、子細なも

のについては個別計画で位置付けて実施している。とはいっても、総合計画で何も町民の意見を

反映しないというわけではないので、当然その辺は所管課が抱えている課題であったり、町民か

らいただいているご意見っていうのも当然反映して、今後策定の方は進めてまいります。 

 

他にどうか。 

 

当面の課題とか問題に視点を当てるか、2035 年に視点を当てるかによって、こういう委員会は

錯綜すると思いますが、一つ聞きたいが、事業の設計図であるロジックモデルの中で職員研修の

骨子とか話をしますと、非常に順序だててきちんと進めているのではないかと思ったのですが、

進める上で、職員が進め方で課題や問題点が今後考えうるといった意見はあったか確認したい。 

 

進めるにあたりまして、管理職で構成します策定委員会でも同様のご説明をさせていただいてい

ます。先日の策定幹事会、下の組織になりますけど、そこにもご説明をさせていただきました。 

管理職の方からは今回の取組が全国的にも初になる取組に近いと思っています。取り組む内容が

難しいのではないかという意見もいただいています。そこは丁寧に事務局から説明させていただ

いて、これまでも当然住民の皆さんのご意見に耳を傾けて町政運営はさせていただいてきまし
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た。昨今 VUCA 時代、予測ができないような時代であったり、町民の皆様からのご要望も多岐に

わたっている中で、なかなか財政状況も昔ほどは良くないといった中で、町が行える事業、町だ

けで行える事業がかなり昔に比べると減ってきているところが内部でも実感しているところで

す。その中でいかに効率的に町の行政運営をしていくかといった中で、今回町民の幸せ、町長の

戸村が町民の幸せを実現したいといった目標を掲げていますので、町としましては町民の幸せを

向上するためにどのような事業展開だったり、それをいかに実行していけるかといった中で、そ

の本幹となる総合計画をそのような作りにさてもらっています。取組的には町の職員も取り組ん

でいない取組の仕方になっているので、当課の方から十分な丁寧な説明をさせていただきなが

ら、職員一人一人理解をしていただいた中で、今後、計画の策定を進めていきたいと考えてござ

います。 

 

全般的に言えばカタカナが多いので、なくす努力は必要かなって感じがしますね。やっぱロジッ

クモデルっていうと分からない方は分からないので、もっと町民にわかりやすく翻訳することも

必要かなと思います。例えば、幸福実感に向けた物語とかね。こうなって、こうなって、幸福実

感が高まるんですよというのがロジックモデルで正しいと思う、この通りだと思うので、場所変

えたりとか VUCA 時代とかよくわからないので未来が見えないとか極力カタカナを使わない町

民向けの目線で書くことがポイントかなと思います。 

他にどうでしょうか。 

 

10 ページのロジックモデルの要素のところで、居場所がない移住者、地域のつながりがない、

近所の接点がない、地域コミュニティ活動を活性化するという流れになっていますが、自分の自

治会も少ないながらも移住者がいらっしゃいます。課題は移住者とそれまでいた地域住民とコミ

ュニケーション、どのような形でもっと接していけばよいかというのがありますが、よいすり合

わせの方法のヒントがあれば助かる。移住者と地域住民のコミュニケーションが上手に取れてな

いと今後の自治会の運営に差し障ってくると思うので、喫緊の課題として模索していきたいとこ

ろなのですが、いかがでしょうか。 

 

これは職員研修のための例題として、議事務局の方で入れさせていただいたものになります。今

いただいたご懸念、地域防災課が自治会の担当をしています。私も過去に自治会の担当をさせて

いただいてございましたが、やはり外国の方であったりとか、新規に入ってこられた方、あとは

今まで自治会に加入されてたけどやめたいって言われる方、課題様々あると思います。所管課の

方でもその辺の啓発であったりとか、広報というのを積極的にしていると思います。個別事業に

ついては意見をいう立場にもないので、担当課にはいただいたご意見は伝えさせていただきます

ので、担当課としても十分課題として認識しているということは把握しています。 

 

他にいかがでしょうか。次に行きまして、また戻っても構いませんので、次に行きたいと思いま

す。次からは協議事項でありますのでよろしくお願いします。 

 

 

  



３． 協議事項 

（１） 総合計画の基本構想における方向性及び将来像について 
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ありがとうございます。６ページの４.将来像については次回も議論して、そこで埋めていこうと

思ってますので、今回、その前段階として皆様に自由にご意見いただいて次につなげていきたい

と思います。こちらにつきまして、ご質問、ご意見等あればいただきたいと思います。どうでし

ょうか？ 

 

将来像について先ほど 6 つの説明があったのですが、優先順位として捉えていいのか、フラット

ということなのか意図があれば教えていただきたい。 

 

優先順位はないので、フラットにとらえていただければ。 

 

他にどうでしょうか。ちなみに６ページ見ると一番最初は中井町が入ってないんですよね。あと

は全て中身が入ってるっていう違いがあったりとか。あとは、里都まちは基本的なんですけれど

も、３番目は里都ではなく里山になっているとかちょこちょこっと変化はありますけれども。そ

れを踏まえながら次回考えていきたいなんて思います。 

どうでしょうか、ご意見あればいただきたいと思います。時間もありますので、皆さんのコメン

トを一言いただければなと思います。どうでしょうか。ざっとした感想で構いませんので、ご質

問があれば質問いただければなと思います。 

 

ありがとうございます。そうですね、本当にまだまだ漠然と私も聞かせていただきながら、どん

な風な中井町になるのかなと想像しながら参加させていただいています。ここに関しては将来像

なので、こんな将来像があったらいいなと思って拝見しております。 

先ほどちょっとお聞きしようか迷ったところが一点あるんですけども、よろしいでしょうか？す

いません、研修を行ったということで、各班長級の 21 名、各課の女性男性と区切るのもあれな

んですけれども、いろいろな世代といろんな性別と色んな環境で構成されるとなると、ここの班

長級の方たちと 10 年後、この班長になるであろう年代の方たちが出てみたいですという職員の

活気は現段階で感じられるでしょうか。私いつも気になっていて、これに関してではないですが、

そこにそういう方たちも入ってくれると 10 年後なので、この将来、この計画なので、そういう

方たちが 10 年後なので、あの時に話し合ったことがこんな風になっているといいなって、思い

描いているんですけれども、今の現状はどんな感じでしょうか。 

 

ありがとうございます。難しいですね。 

若い職員の方、非常にまじめだと思います。内部研修会を行うにあたっては、業務時間内に行っ

ていますので、通常の業務に支障がない範囲で職員を呼ぶといったような形での開催をしていま

す。今回については、総合計画の策定幹事会ということで、班長級の職員に集まりいただきまし

たが、当然、今回依頼している内容につきましては班長だけで考える話ではなくて、当然若い職

員が入って、課全体として各々が持っている事務等がございますので、若い職員も積極的に参加

いただいて作成しないと作れないと。皆さんまじめだと思います。 

 

なかなか難しい質問ですよね。活気がありますかと聞いて、ありませんとはいいませんから。な

かなか難しい質問だろうという気がしますけれども。一般論ですけども、比較的どの団体も若い
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人は真面目で元気なんですけれども、元気が市役所内に活かせないと辞めていっちゃうという傾

向はありますね。うちのゼミ生もかなり活発で元気な子だったんですけども、ある団体に入って

自分のその活発が活かせてくれませんので辞めちゃって民間に流れちゃいました。やる気はある

んだけども、それが活かしてくれないとやめてっちゃうというのがありますので。確かに人材の

第一点は材料ですよね。上司次第ですよ。上司の腕次第でどう活かせるかっていうポイントかな

って感じがしますね。多分、じゃあ中井町も一緒じゃないかなって気がしますね。あの皆さん期

待を持って入ってくるんだけども、上司が活かしてくれないとね、じゃああとは行っちゃうって

なってしまうではないかと感じはします。ありがとうございます。 

 

将来像についてなんですけれども、まず単純明快で誰が見ても分かりやすい将来像がいいのかな

という感じがします。その中で、どうしても今、昨今、高齢化が進んでるっていう文言がありま

すけれども、団塊の世代がこれから本格的な高齢 75 歳を過ぎて、介護が必要な状況も増えてく

るとという中で、地域をその中で抜ける高齢者もだいぶ増えてるっていうのは実態だと思いま

す。将来的にそういった方も地域を抜けずに地域で安心して暮らせるような政策の充実、そうい

ったものがまさに求められていくのかなっていう感じがしますので、そういった視点での将来像

というのが、５年後、10 年後に幸せだというふうな効果が得られるような内容がよろしいのか

なって感じがします。 

 

コメントありがとうございます。 

 

今年、第七次の総合計画のテーマが幸福ということで、これは非常にいいと思います。アンケー

ト結果報告がありましたけれども、アンケートをやってみて、グラフをみると真ん中のあたり、

５年前・現在・５年後も真ん中のあたりが出ている。これは真ん中ではダメなんですよね。もっ

と右側にいかないといけないですよ。全国でテレビとかでも紹介しているけど、北海道の小さな

町とか山陰地方の小さな町で、住民のほとんどが幸福に感じている町があるというのがかなり少

しずつできています。子育ての環境がいいとか、それをとにかく目指すのがいいと思います。そ

ういう感じを受けました。以上です。 

 

ありがとうございました。幸せの指標が右に行くようにこの計画を作っているんですので、皆さ

んいろんな意見いただいて、少しでも右に行くように持っていきたいなと思います。ありがとう

ございます。 

 

６ページの将来像について、２番目ですね、「自然と都市の間で幸せを実現できるまち～ちょう

どいい、ちょっといい、里都まち なかい～」、いいタイトルと思うのですが、都心まで２時間以

内のアクセスできるっていうのが近いと思われるのかどうかということです。 

 

ちなみに愛川町は都心まで１時間以内というのを出してますけど、それをどう取れるかですよ

ね。２時間がいい方もいらっしゃれば、１時間がいいという方もいらっしゃるので。そうですね、

これも議論していきたいなと思います。 

続いて、お願いします。 

 

総合計画ということで、将来に向けての目標というか、そういうもの計画になると思うけれども、
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町をよくするために実行出来たらいいのになと思ってます。 

 

ありがとうございます。 

 

将来像についてですが、せっかく町民にアンケートを取り、なおかつ職員研修も含めて一つのフ

ィルターを通して、だんだん実のあるものに近づいていると思いますので、今後考える上で、町

民の誰もがイメージして、分かりやすい、そのキャッチフレーズというのか、その要素としては、

その言葉の中に夢もあり、希望もあり、皆さんが出ている幸せもあり、そういった将来像といっ

たものがフレーズとして考えてみたいと思います。 

 

ありがとうございます。こちらの意見で言うとわかりやすいというのはポイントだと思いますの

で。これは私の個人的な意見ですけども、例えば、５・７・５にしてはまずいのかなっていう。

たぶんそれは分かりやすくなるんじゃないかなと思ったり。もっと町民は０歳から町民ですの

で、０歳は無理ですけれども、幼稚園生でもわかるようなのがあった方がいいかなって気がしま

すね。例えば、４番目のありのままなんていうのは、「ありのまま 幸せ実感 続く町」とか。あ

とは後ろはちゃんと書いておくとか、いいかなって気がします。あとは、こだまって部分があり

ますよね。これは「幸せが こだましていく 里都の町」とかね。その方が分かりやすいかなと

という気がしますよね、そういうことを考えながら一般的なものを議論していきたいなと思いま

す。 

では、お願いします。こちらついてご意見をいただければなと思います。 

 

ありがとうございます。いろいろとアンケートと職員の研修をされたということで、ある程度そ

れの方向性をこれを出しているということになるかと思います。将来像については基本的には幸

福というのが最大限のキーワードですから、それをしっかりと幸せの実感というのをうまく入れ

ているのが６つだなと見ています。やはりこれをうまく、先ほどわかりやすい、あとは５・７・

５とかですね、多分このあたりからもいろいろ、こうキーワードなど組み合わせながら行くのか

なという気もしますので、そのあたりしっかりやっていただければなと思います。 

やはりイメージには外の人からもわかるものがいいのかなという気がしています。先ほど、色々

と皆さんが言われているように、最終的に施策との連携がありますので、そのあたりの結果も踏

まえて、フィードバックしながら考えていければと思います。 

 

将来像については本当にわかりやすくキャッチーなのが一番いいのかなと思うんですけど、将来

像は企業でも将来像って、大事だと思うんですよね。その将来像で、中にいる人たち、住んでる

方たちがどういう風に思うのかっていうのも一つ重要ですし、あともう一方では、移住定住って

話もあるでしょうから、外から見たかった方とか、その将来像見て、中井町に住みたいというの

も目指さないといけないと思うので、その中で両輪と言い方もあれですけど、既存の方たちと新

しく、今後 10 年間の間、その先に中井に住みたくなるような、ワクワクするような将来像とい

うのをまずはキャッチーな感じで提案していかなければと思うので、そこに向けて、この中から

選ぶのか、その辺、また議論できればなと思います。 

あとは本当に、皆さん色んなご意見でていると思うのですけれども、なかなか行政単独でどうの

こうのっていうのは難しいと思ってまして、あくまでも方向性のフレームワークを決めた中で近

隣住民とか皆さんがいろんな参画してよりよくしてかなくちゃいけないと思うので、行政の方と
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するとその参画できる機会を提供するとか、そういうものが実装するにも非常に重要なのかなっ

て、皆さんの意見を聞いてすごく思いました。以上です。 

 

将来像っていうの、分かりやすい、この一言でここを目指すんだ中井町としては、こういう町を

作っていくんだっていうのがわかることが大事なんだと思うんです。挙げられている一番上のポ

イントっていうところにある、町民が幸福を実感できるまちって、これに尽きるんじゃないかな

と思っていて、これなんじゃないの？みたいな、これくらいシンプルに普通に、町民に対して幸

福を実感できる町を作ろうよっていう風に示してくれたら、それでなんか里都がどうのとか、キ

ャンバスとか難しいこと言ったりとか必要もなく、町民の向かう方向性を、実感できる町を作り

たいんだというところだけを出していただくのがいいんじゃないかなって、これが答えなんじゃ

ないかなっていうくらいに思いました。 

さっき役場の方でも若い方はまじめでやる気のある方がやめちゃうという、町民も同じだと思っ

ていて、この町、楽しそうって思ってきたけど、面白いこと何もできない、じゃあ移住しちゃお

うとか。ここに住んでもらおうとするためには、町を面白くしていかなくちゃいけないっていう

のは、企業でも町でも同じことだなと感じています。 

 

ありがとうございます。一番上が５・７・５ですからね。町民が幸福を実感できるまちというの

ね。それが分かりやすいかなという感じがします。 

 

皆さんおっしゃってられるように、やっぱりわかりやすい言葉で、幅広い年齢の方で、住んでい

ても住んでいない方でもイメージしやすいようなものがいいのかなという風に思います。あと

は、10 年という長い期間なので、今も違和感がなく、到達したいものとしてもイメージしやす

いもので、その 10 年間の間、聞き続けても不自然ではないようなフレーズ。同じでいくような

言葉が見つかったらいいかなと思います。 

 

ありがとうございます。10 年後も色褪せない言葉でしたね。わかりました。 

皆さんから、意見いただきましたので、こちらにつきましては、継続の協議としまして、次回以

降決めていきたいなと思います。また、今回の意見をいただいた上で、また事務局の方でいくつ

か精査させていただいて、また出していただければなと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

  



（２）第七次中井町総合計画基本構想骨子案について 
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この方向で進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

２ページ目の、時代の潮流の変化の中で、前回も GX っていったい何なのかなとか、それがグリ

ーントラスフォーメーションなんだととか、勉強させてもらったので、デジタルトランスフォー

メーションもそうなのですが、こういったことを記載していくのですが、さっきも牧瀬さんも言

われましたが、文章を読んでも分かりやすくて、町民の目線に立ったということも含めて、辞典

にある言葉をそのまま書くのではなくて、できるだけ分かりやすい言葉にされた方が、他の方も

見たときにとっつきやすいというか、理解しやすいかなと思いますので、できたら配慮をお願い

したいということです。 

 

その下の中に脚注などを入れていただいて、ちょっと説明文を入れてもいいかなって感じはしま

すけども、こちらはご検討いただければなと思います。 

他にいかがでしょうか。承認されたということで、今後、またこの中で議論していきたいんです

けども、これは私、個人的な見解ですが、これは議論していきたいんですけども、６ページのと

ころで図表があった指標が１から６まであって、優先順位をつけたいなと思います。 

中井町も職員少ないので、マンパワーとか財源も少ないですから、ある程度優先順位つけていか

ないと成果でないのではないかなと思うので、こんなことも議論していきたいと思います。一般

的にはまんべんなくやっていっちゃうんですけれども、なかなか成果出ませんから。最初３年間

はこれをメインでやっていって、成果出てから行くとか、次回以降議論していきたいとなと思い

ます。 

これも私の個人的な見解ですが、基本構想は読まれてこそ意味があると思いますので、できれば

10 ページ以内がいいかなと思います。あまり多いと読みたくないですよね。できれば薄くして

いただきたいなと思ってまして、表示と目次以外で 10 ページ以内で入っていくと、なんとか読

もうという気になりますので、そういったことも次回ご議論していきたいなと思います。これは

個人的な要望というか、話になります。 
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本日の報告事項と協議事項につきましては、ほぼ終了いたしました。こちら承認されました。 

残り５のその他、今後のスケジュールについて、事務局から説明の方よろしくお願いいたします 

 

ありがとうございます。資料５をご覧いただければと思います。 

前回第一回でもお示しはさせていただきましたが、今後のスケジュールの方、ご説明をさせてい

ただければと思います。 

次回の第３回の審議会につきましては、２月下旬くらいに開催したいと考えております。また、

改めて皆様にはご通知等をさせていただきますので、まだ日は決定しておりませんけれども、2

月の下旬ぐらいに、一度開催をさせていただければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

今後につきましては、第三回が今年度最後の会議ということで、また来年度、第４回、５回、６

回と開催を予定しています。 

今後については基本計画の内容等にも入っていく形になりますので、皆様に忌憚ないご意見をい

ただければと思います。また、概ね来年 2025 年の 12 月から 1 月にかけてパブリックコメント

を実施したりと考えております。 

概ねそこくらいまでには計画の案を策定していきたいと思いますので、皆様のご協力をいただき

たいと思います。 

 

ありがとうございました。こちらについてはご質問等ございますか？その他皆様が何かございま

すか？よろしいですか。 

皆様のご協力によって今回も２時間以内で終わって、時間通り終わるのがベストですので。余裕

をもって終わったので良かったと思います。また次回、それを詰めていきたいと思います。 

事務局にお戻しします。 

 

長時間にわたりご審議の方、ありがとうございました。次回の開催につきましては、先ほどお話

ししたとおり、また改めてご通知をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

本日の意見踏まえまして、引き続き第七次総合計画の策定を進めてまいりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

これをもちまして本日の総合計画審議会の方は閉会とさせていただきます。本日はありがとうご

ざいました。 

 


